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福
島
県
会
津
若
松
市
の
ゼ
ネ
コ
ン
で
建
築
設
計
業
務
の
傍
ら
、
ま
ち
づ
く

り
、
景
観
づ
く
り
等
の
社
会
活
動
に
寄
与
。
２
０
０
３
年
道
の
駅
「
に
し
あ

い
づ
」、
08
年
道
の
駅
「
し
も
ご
う
」
そ
れ
ぞ
れ
の
立
ち
上
げ
か
ら
両
初
代

駅
長
。
16
年
か
ら
現
職
。
道
の
駅
に
関
わ
っ
て
20
年
。

進化する「道の駅」～駅長当事者の想い～

小山源昭氏（一社）全国道の駅連絡会・
道の駅アドバイザー

　

福
島
県
西
会
津
町
は
以
前
「
健
康

な
町
づ
く
り
、ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
町
」

で
知
ら
れ
ま
し
た
。
従
来
の
耕
地
を

ミ
ネ
ラ
ル
土
壌
化
し
「
に
し
あ
い
づ

健
康
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
」
と
し
て
売
り

出
し
ま
し
た
。
味
も
食
感
も
絶
品
で

す
。
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
道
の
駅
「
に

し
あ
い
づ
」
の
目
玉
産
品
と
な
り
、

地
域
連
携
ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
た
の
で

す
。
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
使
用
の
「
ふ
る

さ
と
薬
膳
レ
ス
ト
ラ
ン
が
人
気
で
、

今
も
変
わ
ら
ぬ
メ
ニ
ュ
ー
で
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
「
し
も
ご
う
」
は
、
周
辺

に
民
家
も
明
か
り
も
な
い
峠
の
駅
。

し
か
し
、
こ
こ
に
し
か
な
い
恵
ま
れ

た
四
季
の
自
然
景
観
環
境
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
道
の
駅
の
景
観
ブ
ラ
ン

ド
に
し
よ
う
、
併
せ
て
道
の
駅
の
オ

ア
シ
ス
化
を
試
み
よ
う
と
考
え
ま
し

た
。

　

眼
下
に
見
下
ろ
す
テ
ラ
ス
で
の
ト

ラ
ジ
ャ
コ
ー
ヒ
ー
。
近
く
の
牧
場
と

組
ん
で
、当
時
と
し
て
は
珍
し
い「
ジ

ャ
ー
ジ
ー
乳
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
」
を

提
供
し
た
ら
、
年
間
７
万
本
の
大
ヒ

ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

何
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
「
今
だ
け
、

こ
こ
だ
け
、
あ
な
た
だ
け
」
の
売
り

を
作
る
の
は
、
駅
長
や
社
員
・
ス
タ

ッ
フ
の
知
恵
で
す
。
そ
れ
を
生
み
出

す
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
い
か
に
向
上

さ
せ
る
か
が
日
ご
ろ
か
ら
大
切
で
、

道
の
駅
利
用
者
の
方
々
や
町
民
か
ら

い
た
だ
く
エ
ー
ル
は
大
き
な
力
に
な

り
ま
す
。
だ
か
ら
人
と
の
触
れ
合
い

を
い
つ
も
大
事
に
し
た
い
の
で
す
。

　

道
の
駅
を
プ
ロ
野
球
に
例
え
れ
ば

オ
ー
ナ
ー
が
首
長
、
監
督
が
駅
長
、

選
手
は
社
員
や
ス
タ
ッ
フ
、
球
場
が

道
の
駅
、
観
客
数
が
来
場
者
数
、
視

聴
率
が
魅
力
度
、
売
り
上
げ
大
が
Ａ

ク
ラ
ス
、
小
が
Ｂ
ク
ラ
ス
と
な
る
で

し
ょ
う
。
成
績
が
良
け
れ
ば
駅
長
を

続
け
ら
れ
、
逆
な
ら
オ
ー
ナ
ー
と
の

話
次
第
で
自
ら
身
を
引
く
か
、
解
任

脱
し
て
い
る
道
の
駅
、
社
会
の
変
化

に
よ
り
衰
退
す
る
道
の
駅
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
し
っ
か

り
と
道
の
駅
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を

維
持
し
な
が
ら
、
創
意
工
夫
を
こ
ら

し
、
地
域
の
拠
点
を
実
感
で
き
る
道

の
駅
も
あ
り
ま
す
。

　
「
わ
ざ
わ
ざ
行
き
た
い
道
の
駅
、

な
ん
べ
ん
も
行
き
た
い
道
の
駅
」
が

私
の
目
指
す
駅
で
す
。
道
の
駅
「
し

も
ご
う
」
の
開
所
式
で
湯
田
雄
二
町

長
（
故
人
）
が
力
強
く
宣
言
し
た
言

葉
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
残
さ
れ
た
パ

ワ
ー
を
生
か
し
、
道
の
駅
の
さ
ら
な

る
高
み
へ
の
取
り
組
み
に
、
サ
ポ
ー

ト
し
続
け
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
れ
る
か
で
す
。
駅
長
は
こ
の
く
ら

い
の
覚
悟
が
な
け
れ
ば
務
ま
ら
な
い

ほ
ど
、職
務
は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

昨
今
、
こ
れ
か
ら
の
道
の
駅
の
あ

り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
成
り
行

き
任
せ
で
乱
立
す
る
道
の
駅
、
ま
す

ま
す
商
業
化
す
る
道
の
駅
、
公
的
施

設
・
公
共
施
設
と
し
て
明
ら
か
に
逸

■道の駅「常総」キャッチフレーズ決まる
　茨城県常総市（神達岳志市長）は道の駅「常総」の
キャッチフレーズと、食と農と健康の産業団地の名称
を中学生らから公募、採用者を表彰した。応募 563
件からキャッチフレーズは、市立石下中 1 年、東一
星さん＝左＝の「食農楽のむすびまち　輝くえがおを
つむぐ駅」▽産業団地は県立水
海道第一高校附属中 1 年、来
見田知哉さん＝右＝の「アグリ
サイエンスバレー常総」に決ま
った。東さんは「全ての人々が
笑顔で楽しめる情報発信基地
になったらいいという期待と
希望を込めた」▽来見田さんは「すばらしい施設が色
々な場所にできてほしいと、最後に地名をつけて『ア
グリサイエンスバレー常総』にした」と話している。

■大人気！　双子の子ヤギ

母親の名「小雪」にちなんで、姉が「あられ」、妹が「み
ぞれ」と名づけられ、愛嬌を振りまいている。

■自然災害伝承碑登録に見る洪水災害と土砂災害
　自然災害伝承碑の登録数は全国 542 市区町村で
1874 基 (1 県平均約 40 基 ) ＝ 3 月 29 日現在。うち
洪水災害は全国で 796 基が登録され、同伝承碑全体
の 42％を占め、1 県あたり平均で 17 基の登録。①

　岩手県田野畑村の道の駅「たのは
た」で、昨年 9 月 10 日に生まれた
双子の子ヤギがすくすく育ち、アイ
ドルさながらに来場者の人気を集め
ている。2 頭ともメスで 11 月に名
前を公募。235 点の応募の中から

長野県 60 基②埼玉県 44 基③広島県 41 基④高知県
39 基⑤群馬県 37 基が上位 5 県。土砂災害は全国で
479 基登録、自然災害伝承碑全体の 26％で 1 県あた
り平均 10 基の登録。上位 5 県は①長野県 53 基②広
島県 52 基③高知県 32 基④群馬県 27 基⑤静岡県 26
基の順。

「道の駅と防災」についてのアンケート 『「道の駅と防災」についてのアンケート』回答用紙
　本紙が創刊以来追求してきた「道の駅と防災」について伺います。

Ｑ１．防災拠点として期待される「道の駅」に備えてほしいものは何

ですか？（優先すべきもの５つまで）

①非常用食料・飲料水　②非常時トイレ（災害時用、携帯用）

③テント、毛布等　④自家発電設備　⑤簡易入浴設備

⑥紙おむつ（乳幼児用、大人用）　⑦ミルク等乳幼児用食品

⑧授乳室　　⑨洗浄・除菌用品　⑩非常用通信手段

⑪携帯電話・スマホ充電器　　⑫Ｗ i- Ｆ i 設備

⑬災害時支援型自動販売機

⑭その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ２．食料、飲料水、居場所確保以外で、避難した際に配慮してほし

いもの、配慮した方が良いと思うものは？（優先順にいくつでも）

①乳幼児に対する配慮　②高齢者に対する配慮

③病人に対する配慮　④衛生面の配慮　⑤最低限のプライバシー配慮

⑥被災状況等の情報提供への配慮　　⑦音楽など心を癒す配慮　　⑧

ラジオ体操など身体を動かすための配慮　⑨その他（具体的に）

Ｑ３．日ごろから災害に備え、車に常備している防災用品はあります

か？（いくつでも）

①飲料／菓子類　②照明器具（懐中電灯）　③道路地図

④携帯トイレ　⑤カセットコンロ　⑥携帯電話・スマホ充電器

⑦毛布等防寒具　⑧携帯ラジオ　⑨カーラジオ以外はない

⑩その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ４．本紙はどこの「道の駅」で入手しましたか？

（　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ５．本紙を入手した道の駅の印象をお聞かせください。

（� ）

Ｑ１：①　②（災害時用、携帯用）　　③　　④　　⑤
　　　⑥（乳幼児用、大人用）　⑦　　⑧　　⑨　　⑩
　　　⑪　　⑫　　⑬
　　　⑭（� ）

Ｑ２：①　　②　　③　　④　　⑤　　⑥　　⑦　　⑧
　　　⑨（� ）

Ｑ３：①　　②　　③　　④　　⑤　　⑥　　⑦　　⑧　　⑨　
　　　⑩（� ）

Ｑ４：都道府県（� ）
　　　道の駅名（� ）

Ｑ５：（� ）

お　名　前：　
郵便番号〒：
ご　住　所：
お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）
性　　　別：　　男　　　女
年　　　齢：　　歳
ご　職　業：
通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う
と
、
毎

号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
た

だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な
ど
に
も
提
供
し
て
い
き

ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の
み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定

で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回
答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
15

人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　回答用紙に記入して点線
に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.route-press21st.jp）
からも回答できます。締切
は令和５年８月31日（木）。
宛 先 は、 〒 102-0074 東
京都千代田区九段南 3-5-
10PIM 九段ビル 2F　ＮＰ
Ｏ法人 人と道研究会

ご回答方法

花の三聖苑伊豆松崎
細田洋治事務局係長

　桜葉生産日本一の町で、桜葉そばや

静岡県松﨑町大沢 20-1　
県道 15 号 　TEL.0558-42-3420

桜葉クッキーなど地場産品販売に注力していま
す。食事処では、姉妹都市帯広市名産の豚丼や
松崎産桜葉と帯広のアイスクリームがコラボし
た桜ジェラートを味わえます。旅の疲れを癒す
日帰り温泉「大沢温泉依田之庄」へは徒歩５分。

鹿北
中野亥津喜代表取締役社長

　福岡との県境、熊本の北の玄関口と

熊本県山鹿市鹿北町岩野 4186-130
国道 3号　TEL.0968-32-4111

呼ばれる小栗峠。その自然豊かなふもとにある道
の駅です。茅葺き屋根の農家をイメージした物
産館小栗館では、歴史ある岳間茶（鹿北茶）、筍、
アスパラ、ナス、米、栗、いちご、すいかなど、
地元で採れた新鮮な季節の野菜、果物が並びます。

かなん
石原佑也駅長

　大阪府南東部、大阪市内から約25km

大阪府河南町神山 523-1
国道 309 号 　TEL.0721-90-3911

のこの地域は、金剛山葛城山からの湧き水と肥沃
な大地に恵まれた農業地帯として長年栄えてきま
した。近年は新規就農者による「いちご栽培」が
盛んに行われ、完熟今朝採りされたいちごが甘い
と大人気で、いちご狩りも開催しています。


